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１．はじめに 

本研究報告は平成１６年度文部省科学技術研究の経

過報告である。本研究の目的は、留学生のための科学

技術日本語の e-ラーニングコンテンツを研究・開発す

ることにある。 

本研究の根本的な動機には、以下の点があげられる。

先ず、日本の大学への留学生はアジア圏の学生がほと

んど大半を占めるが、クラスの中では共通の母国語を

持たず、教員と学生のコミュニケーションは日本語で

行われる。科学技術日本語を学ぼうとする留学生は基

本的な日本語は習得しているものの、学習内容には抽

象的な概念が多く、ターゲット言語である、日本語だ

けではなかなか意味が伝わりにくい部分がある。 

第二に、基本的な日本語を習得した留学生が科学技

術日本語を学ぼうとする際になかなか基本的な日本語

と専門的な科学技術日本語の間を埋めてくれるような

「狭間」の教材がないことである。過去に深澤のぞみ

他著による「留学生のための科学技術日本語」（教科書

１冊とビデオ１０巻からなる）が出版されたが、完売

状態でアジア圏内の出版社より再版の問い合わせがあ

るものの未だに目処がたっていない。 

このような状況を踏まえて、e-ラーニングでの教材

配信技術の利点を生かして、留学生のための科学技術

日本語教材の e-ラーニングコンテンツ化の研究・開発

をし、いかにコースを配信するシステム研究・開発す

るかという課題に取り組むことになった。 

 

２．e-ラーニング配信システム 

 本研究でのシステムはラーニング・マネジメント・

システム(LMS)とコンテンツ・マネジメント・システ

ム(CMS)からなる。ラーニング・マネジメント・シス

テム(LMS)にはWebCT Campus Editionを採用した。コ

ンテンツ・マネジメント・システム(CMS)には The 

Learning Edge 社の The Learning Edge を採用し、

WebCT(LMS) と The Learning Edge(CMS) の 間 は 

WebCT Gatewayを使いシームレスにコンテンツの作

成から配信までを行えるようにした。（図１、図２参

照。） 
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図２．図２．図２．図２．The Learning Edgeインターフェイスとインターフェイスとインターフェイスとインターフェイスと 
WebCT Gateway 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

The Learning Edgeはデータベースにラーニング・オ

ブジェクトとして多種多様な教材ファイルを格納する

ことができ、オリジナルのファイル形式を維持しなが

ら教材コンテンツ化できる機能のほか、SCORM に準

拠したファイル形式に変換してコンテンツ化する機能

がある。この機能のおかげでラーニング・オブジェク

トのリサイクルが可能になるわけである。 

 さらに加えて、ビデオデータや Flash によるアニメ

ーションや音声を配信する専用のストリーミング・サ

ーバを準備した。これにより LMSと CMSにかかる負

荷を軽減した。 

 以上を図式化すると図３のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．図３．図３．図３．eeee----ラーニングシステム構成ラーニングシステム構成ラーニングシステム構成ラーニングシステム構成    

 

３．教材コンテンツ３．教材コンテンツ３．教材コンテンツ３．教材コンテンツ    

 このセクションでは、上記の「はじめに」で挙げた

２点が解決できるようにした。 

 先ず、科学技術日本語を学ぼうとするアジア圏から

の留学生は基本的な日本語運用能力を身につけている

ので、教材コンテンツのナビゲーションには「先へ進

む」、「戻る」、「メニュー」などの基本的なことばが使

える。しかし、同じ動作でもニュアンスの異なる言葉

（例えば、「入れる」、「通す」、「さす」など） 

は微妙な違いを日本語で理解するまでの日本語運用能

力は持っていない。この点を補うため、ビデオクリッ

プやアニメーションにより概念を可視化することで理

解をさせようとした。この点は動きのない紙ベースの

テキストでは実現し得なかったことである。 

 さらに、CMSの The Learning Edgeの採用により、各

留学生の専門分野に合わせて、個人個人のレベルに合

わせた教材コンテンツが提供でいるようになる点であ

る。 

 上記「はじめに」の２点目、基本的な日本語を習得

した留学生が科学技術日本語を学ぼうとする際になか

なか基本的な日本語と専門的な科学技術日本語の間を

埋めてくれるような「狭間」の教材がないことである

が、深澤のぞみ他著による「留学生のための科学技術

日本語」（教科書１冊とビデオ１０巻からなる）の内容

を反映させた教材コンテンツを制作することにした。 

 紙ベースのテキストの内容は概念ごとに、文字によ

る説明、イメージ、映像、アニメーション、音声に細

分化し The Learning Edge（CMS）のデータベースに格

納した。これにより授業担当者は留学生の日本語の修

得度と専門分野の情報をもとにしてその留学生に合わ

せた教材コンテンツを準備することが可能になった。 

 

４．まとめ 

 留学生のための科学技術日本語の e-ラーニングコン

テンツを配信するシステムと教材コンテンツを学習者

のレベルやニーズに合わせて作成するシステムを報告

した。 

 今後の研究課題は、学習修得度評価を行うモジュー

ルの研究・開発を行うこと、その後、実運営を行い、

本 e-ラーニング・システム学習効果について調査する

ことである。 
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